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「高速溶接技術」を開発。溶接
痕がなくきれいに仕上げられ、
現在はマイスポットの全シリー
ズに標準搭載されている。
「焼けない（溶接痕が残らな
い）スポット溶接は、世界初で

す」（甲斐美利社長）とし、国内外での販売台数を
伸ばし続けており、現在までに海外２５カ
国、累計３５００台を納入。工作機械の“本
場”欧州にも積極的に売り込んでいる。
今回、同社は新工場を完成、稼働させた。
事務所棟（４階建て）と工場棟（平屋建て）で
構成。旧本社にいた従業員は新工場に移動
した。甲斐社長は「金属が存在する限り
“くっつける”という溶接の需要はなくなる
ことがありません」と話しており、さらなる
飛躍を誓っている。

同社は従業員数３５人の溶接
機メーカー。１９８８年に開発した「テーブルスポッ
ト溶接機」という、他社も手掛けないタイプを専門
に扱っている。テーブル型で多関節ロボットアーム
を使い、奥深い箱物の溶接作業ができるものだ。コ
ピー機や配電盤、自
動販売機の筐体な
ど、用途も幅広い。
２０１２年には、
溶接時間がなんと
０・０１秒という

水処理エンジニアリングの都市
拡業（横浜市南区三春台、☎０４
５・２３１・１６８６）が設立１
１０周年を迎えた。明治、大正、
昭和、令和と事業を継続し長寿企
業となった同社だが、実は同じこ
とを１１０年間やってきたのでは
なく、世代交代するたびに新規事
業を始め、それを中核事業に育成
し、また次世代に引き継ぐという
ことを繰り返してきたという。田
尻惠保社長は「その代、その代で
新しい事業にチャレンジしてきま
した」と話している。

１９０９（明治４２）年、初代の田尻儀八氏
が横浜・元町で「田尻組」として創業したのが
前身。海運業と市からの委託清掃業を手掛け
ていたが、２代目の田尻友作氏の時代に「都市
拡業」となり、今度は浄化槽の管理・清掃と
給排水設備工事を主力とした企業に変
わった。
そして３代目の田尻社長が就任。田
尻社長は給排水設備工事を引き継ぎつ
つ、新規事業として水処理装置の開発
に注力。独自の酸化被膜工法を編み出
し、給水管に取り付けるだけで水質を
改善できる装置「ザ・バイオウォー
ター」を１０年ほど前に製品化した。
同製品はインフラの老朽化による水
道管の赤サビ劣化問題などで、設備の
更新工事をしなくても対策ができるも
の。人工の鉱物結晶（セラミック）を活
用し、既存の水道管につなげて水を通すと、
赤サビ（泥に近いサビ）が黒サビ（金属に近い
結晶）に変わり、それが配管内部を被ってい
く。つまり、赤サビで劣化した配管を黒サビ
が修復・復元するものだ。
■事業の寿命は３０年
田尻社長は「同じ事業は３０年が寿命と

されています。当社
も先代、先々代は同じ
ことをやっていませ
ん」と明かす。今では
バイオウォーター事業
が中核事業となり、売
上高の半分以上を占め
るまでに。給排水工事
の会社から「水処理エ
ンジニアリング企業」
へと変ぼうを遂げた。
「企業は大きくする
ことよりも、ファミ
リーで長く継続した方
が良いと思っています」

と言う田尻社長。現在、事業承継の準備
も進めている。
■感謝の集い開催
同社はこのほど、ホテルニューグラン
ド（横浜市中区）で「創業１１０年の感謝
の集い」を開催した。関係者ら約１５０
人が出席。菅義偉官房長官がビデオメッ
セージでお祝いしたほか、後半には
ミュージカル落語が披露された。林文
子・横浜市長からお祝いのメッセージも
寄せられた。

向洋技研（☎０４２・７７０・４３０６）は、
相模原市緑区橋本台に新本社・工場を稼働さ
せた。同社で製造販売するテーブルスポット
溶接機「ＭＹＳＰＯＴ（マイスポット）」の
専用工場で、事務棟１階には、マイスポット
を実際に試せるショールームも置いた。新工
場の稼働により、同製品の年間生産能力は、
旧工場（同市中央区田名）の倍以上となる約
３００台となり、国内外の需要
に対応する。
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甲斐社長は、あの本田宗一郎氏から学んだ経験が
ある。学校卒業後、世界に通用するキーロックメー
カーを育てようと、本田氏が私財で設立したホンダ
ロック（宮崎市）に１期生として入社。まもなく、本
田技術研究所に配属され、本田氏直属のプロジェク
トに抜てきされた。
独立後も「ものづくりとは、作るだけでなく売れ

てこそ成り立つ」という本田氏の言葉を実践。マイ
スポットを開発してからは、「行商人」（甲斐社長）
として、自ら営業に回り続けている。今でも海外に
も単身で売り込みに行くことがあるという。

アイメックス特許事務所（川崎市川
崎区駅前本町、☎０４４・２４６・
５５３４）は“知的財産の総合病院”を実
現する。電気や機械、化学、商標など、
各専門分野に強い弁理士軍団を擁し、
顧問先も２００社近くと地域有数の規
模を誇る。

木下茂所長は、日本弁理士会の神奈
川委員会副委員長や明治大学理工学部
兼任講師、「川崎市ものづくりブラン
ド」の企画委員などを兼務しており、こ
の道で約３０年のベテ
ラン弁理士だ。　

中小企業の事情に明るい木
下所長だが、長年接してきた
経験から、最近の変化も感じ
ているという。「以前と比べ
ると、大手企業を頂点とする
ピラミッド構造は崩れ、中小
企業が自社製品を持つケース
が増えてきたと感じます」（木
下所長）と話す。

ただ、その一方で「特許を持っているから
モノが売れるわけではありません。あくま
で売れるモノを保護するのが特許なのです。
売る手段は自分たちで考えなくてはなりま
せん」とも説く。

“脱下請け”を目指して自社製品を開発す
るものの、それが決してヒッ
トするとは限らない。木下所
長は「技術だけでなく、デザイ
ンやコスト、機能性も兼ね備
える必要があります。大手企
業の開放特許を活用するのも
手です」とアドバイスもする。
ものづくり企業が集積する川
崎市内だが、知財という切り
口で地域企業の悩みを解決
し、発展を支え続けている。
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世代ごとに業態を“進化”

向洋技研

都市拡業
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リーマンショックで状
況が一変。東日本大震
災もあった。日本経済

の先行き不透明感が漂う中、広瀬社長が着目したの
は、米国で普及していたシェアオフィスだった。
「これからは新しいワークスタイルが求められる時

代がやってくると思いました」
（広瀬社長）と、２０１２年３月に

同社を設立した。
江戸時代、商人や職人が住んでいた「長屋」での暮ら
しは、一つ屋根の下、井戸端会議が生まれるような豊
かなコミュニケー
ションがあり、互
いに支え合う暮ら
しだった。そんな
「長屋スピリット」
をワークプレイス
にも取り入れたい
と考えた。
広瀬社長の“読
み”は的中。今や
シェアオフィスは
県内でも次々とオープンするようになった。多様な
働き方に対する機運が高まってきたことも需要増の
追い風となっている。
「以前と比べると起業のハードルは下がりました。
起業が世の中的にも認知されてきました。これから
もシェアオフィスの需要がなくなることはないで
しょう」（同）と話している。

運営会社のゲートウェイ（東京都港区）の広瀬新朗
社長が立ち上げた。同社は川崎のほかにも、東京・
青山や清澄白河など、計５カ所でも同様の施設を運
営する。広瀬社長は施設全体で約３５０人の入居者
と接している。時には入居者からの相談やマッチン
グをすることもある。
今でこそ普及してきたシェアオフィスだが、広瀬
社長は、実はそのパイオニア的存在。もともと建築
関係の企画・設計会社に勤務。娯楽施設やショッピ
ングセンターなどの運営までを手掛けていたが、米

江戸時代の「長屋」をイメージしたワークプレ
イスが川崎駅近くにある。ＮＡＧＡＹＡかわさき
（川崎市幸区幸町、☎０４４・５１１・１０２２）
は、シェアオフィスとレンタルオフィス、そ
れにキッチンスタジオを備えた施設だ。月額
１万５０００円からフルタイムで、しかも法
人登記や住所利用が可能。起業家から専門家、
外資系企業の日本法人などが集う。

ＮＡＧＡＹＡかわさき
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「長屋」のようなワークプレイス
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いつもはお葬
式のマナーにつ
いて書かせてい

ただいていますが、今回は弊社が毎年行っている
「人形供養」について紹介させていただきます。
まずは、「供養」について理解を深めてまい
りましょう。
「供養」とは、本来、仏さまや菩薩さまな
どの神様を敬って、お香やお花、飲食など
の供物を心から捧げる行為を示します。語
源はインドの古い言葉、サンスクリット語
が元になっており、「尊敬」を意味する言葉
の訳と言われています。現
在では、亡くなった方に対
して行われる事が一般的で
すが、仏さまや大切な家族、友人にとどまらず、
家族のように過ごしてきたペットなど、死者に対
してという意味での供養もあります。さらに、供

養の意味を広く捉えると、私たちの生活に深く関
わった物や道具など様々なものに対しての供養も
行われています。
「人形供養」がその一例です。昔から日本人にと
って、大切にしてきたぬいぐるみや人形は、
単なる飾り物や遊び道具ではなく、魂が
宿ると考えられることが関係していま
す。そして、「思い入れがあった人形な
ので捨てるのにはためらいがある」「ゴ
ミと一緒に捨てるには忍びない」「モノ
に感謝してきちんと手放したい」といっ
た気持ちから、供養をするケースが多く

なりました。
このように、私たちが
生きていく中で必ず訪れ

る人や物との別れに、「供養」は欠かすことのでき
ない儀式といえます。

（清水誠葬具店副社長・清水ふじ代）

社長さんが知っておきたい社長さんが知っておきたい

供 養 に つ い て ①
～人形供養～

◇お知らせ◇　【人形供養祭】日時：令和元年11月30日(土)　午前10時～午後２時、場所：セレモニーホール奉誠殿（横
浜市南区真金町2-20-4）、問い合わせ先：0120・53・0853


